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 村上勝彦 

 明治前期の参謀将校による朝鮮・清国での偵察活動が彼ら個人の発意で行われたとする

誤りを正し、参謀本部（1878 年設置）及びその前身組織によって周到に計画、実施された

組織的なものであることを、主に『参謀本部歴史草案』(1871〜1903 年）に拠って示した。

その偵察活動によって、日清戦争に必要とされた朝鮮・清国の地図の基本は、予想外だが、

不十分なものとはいえ戦争開始の 7 年ほど前に作成されていた。戦前は陸軍が国内外地図

を独占的に作製していたので、偵察活動に拠った地図が日本による近隣アジア地図作製の

前史をなしていた。その活動を主導したのは陸軍内のドイツ軍制派であり、朝鮮の壬午事変

（1882 年）を機に活動がより強化された。また偵察活動において地図作製以外の軍事情報

収集活動がより強められた。情報が一定程度蓄積され、財政削減を余儀なくされた 1886 年

頃から、商業活動に擬した新たな偵察活動がある参謀将校によって展開され、少し後に彼に

よって上海に商業学校が作られ、その卒業生などが戦時に軍事通訳で活躍した。 

 

 

Intelligence Activity of the Japanese Army in the First Half of the Meiji Period 

 Katsuhiko MURAKAMI 

 This paper is an attempt to correct two errors in the research on the reconnaissance 

activities of the Japanese Army in Korea and China during the first half of the Meiji Period. 

Up until now, it has been assumed that the original reports from this era were performed by 

an individual dispatch officer at his own discretion. However, in fact these reports were 

commissioned by the General Staff Office of the Japanese Army. It has also been assumed 

that the maps of Korea and China used in the Sino-Japanese War were drawn up shortly before 

the war. However, in fact, the first drafts of these maps were created by the military about 

seven years before the start of the war. 


